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み
a
h じ め

夢中になって遊んでいる子どもは、何ものからも開放され、自由で伸びやかです。そして屈

託のない表情は輝き、自発性に溢れています。又何かを想像し、それになりきっている顔つき

は、喜びと楽しさに満ちています。正にここに“子どもの世界”が展開されています。説明す

るまでもなく、ここでこそ子ども一人ひとりの個性が養われ、創造性が培われるわけですが、

一方他律的、画一的な時間に生きざるを得ない我々大人達は、こうした貴重な子どもの世界を

垣間見るにつけ、反省させられます。

高度に発達した科学、技術大園、経済大国といわれる先進諸国は、それぞれに諸々の問題を

かかえ、困惑し、悩みが絶えませんが、我が国を含め共通する課題の一つが教育問題にあるこ

とは衆目の一致するところであります。現代は、人間形成に於ける根幹が問われているといっ

ても過言ではありません。こうした時代に於いては、幼児教育の時点にまで遡り、本質的な発

想の転換が求められることも又当然であります。

幼児期の人間形成に於いて、 “遊びの中での経験的学習”がいかに重要であるかということ

への気付きと共に、幼稚園教育の永遠の課題であることも広く認識され始めました。本国では、

それを主題とする研究が一貫して継続されています。

保育者と子ども、又子ども同士の毎日の出会い、触れ合いは、その都度新しい葛藤を生みま

す。即ち、毎日無数のドラマが展開されるわけです。保育者はそうした子どもの実生活を克明

に観察し、記録をとり、専門家を交えて分析し、検討してまいりました。保育の素人の私には

見えない、又感じられない子どもの言動をこと細かく活写し、それを互いに分析していく作業

は、実に大変です。経験豊かな保育者は、各々独自の保育センスを確立していますが、教育現

場での研究と実践では、統一された視点や普遍的理論、見解などはあり得ません。日々変化す

る子ども、又一人ひとりの個性、体力、能力、環境が違い、成長段階も様々。正に未知なる子

どもの世界の探究は、保育の経験を積めばそれだけ不安も増えるものと考えられます。子ども

を主題とする保育研究は、丁度演奏家が演奏するのと似ており、一抹の不安と共に、毎日新し

い発見の喜びが得られます。ここに研究発表の意義があります。発表することは、思いもかけ

ない発想や示唆を得られる貴重な機会でもあります。皆様のご意見、ご批正をお願L、し、たしま

す。

平成 6年11月

島根大学教育学部附属幼稚園長

知念辰朗
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かないと思った。保育者は、心情を伴わない責任感を押しつけていたのではないかと反

省している。

①～③に挙げたように、保育者と子ども達の意識のズレが明確になってきた。主体的な

行動を促す原動力は、子ども自身の中から芽生えた意識であることに気づいた。一人ひと

りの今の意識を正しく読みとり、受容していくこと、子ども自身の経験を把握することが

大切であり、今の子ども達の歩みそのもので生活を創っていくことが大切であることがわ

かった。

意識が行動を産む源であると述べたが、意識は、その時その子の価値観でもあると言え

る。そうした意識やその子の価値観が反映された活動が、その子の生活ではないかと思う。

N おわりに

子どもは、自ら今必要なことを獲得したり、乗り越えるべき課題を克服しようとする力が

内在している。保育者は、その力が素直に表出できるように援助していくことが大切である。

また、意識は、その子のその時の価値観であり、それによって行動が決定されるといえる。

そしてそれは、外から与えられるものではなく、内側から芽生えるものであるということが

わかってきた。

子どもを理解し、信頼関係を培っていくには、その子を真に信頼すること、その子が今必

要としていること、求めているものを知ろうとする構えが大切であるといえる。

知識の中で理解していることと、保育の中で実践していくことの難しさが、一学期間の記

録を整理してみてわかった。今後は、子どもを援助してし、く感覚や、子どもの求めているも

のを見極める感性とともに保育を顧る客観性も培っていきたい。

140-

研

園 長

前副園長

現副園長

研修主任

教 5命

If 

" 

" 
前 講 師

講 師

Y守恒l. 同 人

知 4’:t a、 辰 朗

寺 本 和 子

中 路 博 孝

野 津 道 代

森 山 純 子

星 野 和 美

坂 本 千 賀 子

青 木 規 子

上 田 光 江

康 江 嘉 子

-141-




